
街で出会った「ちょっといい話」、「あれ？これ変じゃない？」「今、話題になっているのは」な
どなど……記事にして声を届けてくれる高校生を募集しています。応募の際には連絡先として、氏
名、住所、電話番号、高校名・学年をお知らせください。
（記事として掲載の場合は、学校名・氏名等ペンネーム可とします）

【応募先・問い合わせ】
常陸太田市フォンズ・ネットワーク事務局
〒３１３－００６１　常陸太田市中城町３２８０番地

常陸太田市生涯学習センター内
TEL 0294（72）8888 FAX 0294（72）8880
E-mail ota-lls1@po.net-ibaraki.ne.jp

絵本って子どもだけのものじゃない！　私が好きな絵本は、「あらしのよるに」。
ある激しい嵐の夜、山道に迷ったやぎがまっくらな小屋で休んでいると、誰かが逃げ
込んできました。たったひとりでこころぼそかったやぎはほっとして、その誰かに話し
かけ意気投合して友達になります。そして嵐がさった夜明け前、次に会う日を約束して
別れます。その誰かはオオカミだったのですが……。
大人はつい深読みをします。相手が誰ともわからない真っ暗な中で友達になる、それ
って人間関係そのものです。初めましてって会った人を、見た目でこんな人に違いない
って「闇夜」をつくっているのは実は自分の先入観で、目に見えるものが逆に相手の心
の奥底のやさしさを隠してしまうこともある。
その後のやぎとオオカミは、「あんな奴と友達だなんて」と、仲間から非難されま

す。他の人と違うこと、違う意見を言ったり、感じ方をすることはなかなか受け入れて
もらえないんですね。この絵本の二匹が感じている息苦しさは日本の社会の閉塞感なの
でしょうか。
シリーズ全６冊が最近完結しました。これは本当の友達・パートナーとめぐり合えた
幸せな二人の友情物語、ラブストーリーです。オオカミになりきって読み終えた私は、
ラストうるうるしてしまいました。「あなたに出会えて本当によかった」っていえる友
達いますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次回は山下町　鈴木孝裕さん）

春 友 の 滝�

４月第一日曜日の早朝。目指すはあの川のあの場所。車を走らせ
ているこの時から日常は川の流れの中に沈んでいってしまう。そう、
いつも同じ。あの頃とまったく変わらない。
浦河町立堺町小学校藤田学級の４時間目が終わる。走る、走る、

走る。玄関に入るのと同時に「ただいま」「行って来ます」の一人
輪唱。うしろで母さんが僕を呼んでいる。「かあさん、小学生だっていろいろと忙しいんだよ。」後が怖い
けど後ろは見ない。走る、走る、走る。目指すは元浦川の橋のたもと。ミミズを釣り針に引っかけて流れ
に投げ入れる。まばたきの一瞬の間も浮きの動きを見逃さないように、見つめる、見つめる、見つめる。
浮きがぴくんと身震いをすると同時に竿を立てる。さっきまで巻きぐせをつけたまま、だらしなく垂れ下
がっていた釣り糸が鋭く水の中に突き刺さっている。水の中でいま起きている出来事を想像するのに十分
な手応えを伝えてくれる。この瞬間から頭の中は釣りに占領される。釣る、釣る、釣る。辺りが真っ暗に
なり川の流れの音と微かなにおいだけでしか川を感じる事が出来なくなったときに、一気に頭の中を一杯
にするのは明日の授業と今日の宿題。そして、これから母さんに説明しなければならない遅くなった理由。
そう、全く同じだ。40歳を過ぎてもあの頃とまったく変わっていない。川の流れの前に立つとどきどき

する気持ちは全く変わらない。変わったことといえば遅くなった言い訳をする相手が母から妻に変わった
こと。夢中になれる川の名前が「里川」という名前に変わっただけ。 （五十嵐　弘）
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�フォンズでは、高校生リポーターを
募集しています．

とてもがっしりとした体を持ち、
日本の蝶の中でも体重では一番で
す。羽の色も紫が鮮やかで美しく、
日本を代表する「国蝶」に選定され
ています。市内では、６月下旬から
８月に見ることができますが、花に
は訪れずクヌギなどの樹液にしか来
ないため、出会うには大きなクヌギ
がある雑木林に行かねばなりませ
ん。最近そのような雑木林が減った
ため、全国各地で絶滅が心配される
所もでてきました。市内ではまだ、
元気に生息しており、瑞竜町、稲木
町、西山公園などで見ることができ
ます。 （佐々木泰弘）

段々と日ざしが強くなり、暑くなってきましたネ。
きゅうりもたわわに実る時期です。こんな時あるとい
いのがあわ漬けの素。
ビニール袋に乱切りにしたきゅうりを入れてあわ漬
けの素を入れてひたしておきます。10分～30分。オー
マイガー！なんとこれがスピーディーでまたおいし
い。
１度たべてみて。
もう１つは、梅っこしょうゆ。市内瑞竜産のもぎた
て青梅を使用しています。青梅のほどよい酸味と風味
がただよい、アルカリ食品として健康志向の方にもお
すすめです。ドレッシングやマリネにどうぞ!!

（沼田高弘）
立川醤油店
西二町２１７７
TEL ７２－０１０８
FAX ７２－４４９０
E-mail tachikaw@mqb.biglobe.ne..jp
定休日：日曜日・祭日
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金砂郷にこどもエコクラブが誕生して今年７年目、今年
は『僕たち“チームガイア”におまかせ』と郡戸小３年生
仲良し４人で活動開始です。過去６年間先輩の後をついて、
空き缶拾い、流しそうめん、水質検査、ホタルの観察、木
の実工作、フリーマーケット等々、自然の中で体験してい
るので今年も楽しみです。
できたら、もっと『こどもエコクラブ』がふえて交流も

したいです。

◆こどもエコクラブ“チームガイア”
リーダー　：関　　佳祐、平山　祐樹、安　　成英、永井　寛人
サポーター：関　みち子

今年のメニューは「メンチバーガー」「中華サラダ」
「ナタデココパンチ」です！小学生と保護者（お父さ
ん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃん）の皆さ
ん、夏休みに食べ物を作る楽しさや、健康の大切さに
ついて、常陸太田市の栄養士さんや、地域の食生活改
善推進員のやさしい指導で、Cookingにチャレンジし
てみませんか。参加については、7月頃各小学校を通
してお知らせします。
（お問い合わせ　常陸太田市総合保健センター

ＴＥＬ７３－１２１２）
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○観覧ご希望の方は、生涯学習センターへ直接来館してお申し込み下さい。先着順で入場券をお渡しいたします。�
【お問い合わせ・申し込み】常陸太田市生涯学習センター　TEL0294（72）8888（月曜日休館）�

ところ：生涯学習センターふれあいホール　入場無料（入場券が必要です）

7／20�
（土）10：00～�

7／27�
（土）10：00～�

ハイビジョンシリーズ リバイバルシリーズ
最後の弾丸 サイダーハウスルール

（字幕スーパー）

ぼくとわたしの チャレンジCookingチャレンジCookingぼくとわたしの
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太田のヨマチ太田のヨマチ
完全征服マップ

～初夏の夜はヨマチにでかけよう～
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新緑の山から眺める遠景は
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インターハイはめぐりあいのものがたりに満
ちている。ものがたりは今から20年近く前、遠
く岩手県で始まった。ある小学生の女の子がク
リスマス会でなぎなたの先生に出会い、その魅
力のとりこになる。大学でなぎなたを修めたそ
の女の子は教師として常陸太田市に赴任した。
一方数年前、陸上やバスケットで活躍してい

た中学生たちが、ある日先生に呼ばれ、「４年
後茨城でインターハイがある」ことと「進学希
望する高校がなぎなたの会場になった」ことを
知らされ、未知のなぎなたでインターハイをめ
ざさないかと勧められる。また、別の場所で初
めて見るなぎなたのデモンストレーションに感
動し、自分もやってみたいと夢を持った中学生
たち。
2002年に高校生であることさえ、めぐり合わ

せのような幸運である。その女の子たちのそれ
ぞれのものがたりが、この夏常陸太田市で重な
りあって輝く、それがインターハイである。
８月に向けて盛り上がる機運の中、模範演技

を観て、りりしくも美しい姿と懸命に練習する
部員たちに感動したＯＧが自ら描いた絵に祈り

の言葉を添えて贈ったところ、「選手たちが身につける手ぬ
ぐいに染め上げる原画に！」と。ものがたりは新たなもの
がたりをうみ、輪を大きく広げていきそうだ。

私の洋服タンスには、大きな口
をあけたおばけが住んでいる。
おばけはいつも大きくならない。
小さな小さなおばけである。
もう35年もの間、暗いタンスの

中で同じ形で扉の開くのを、ただ
ひたすら待っている。光が入るや
いなや「こんにちは」とばかりに
話しかけて来る。
私の初めの子が１才を目前に海

デビューした時の“オバＱ”の水
着である。
よろよろと歩く水着姿が、なんとも可愛らしく捨て

られずに今もある。
そして、次の娘もこの水着で海と出合った。二人の

子供達の共通の品である。
もしかしたら今年の夏は、35年前に着た息子のその

また息子が１才でこの水着を着て、水と出合えるのか
も知れない……と夢をふくらませ“また明日も開けて
ね”と話しかけて来るタンスおばけに“ウン”と微笑
み返し、おばけとのつき合いがずーっと続く事を願い
つつ、毎日おばけを驚かせないように静かに心とタン
スの扉を開け閉めしている。“捨てられない宝物だから”

（猿田　勝見）

タンスおばけタンスおばけ

踊るママパラダイス踊るママパラダイス踊るママパラダイス

森は宝物森は宝物
私の宝物私の宝物 捨てられないもの捨てられないもの●●

佐 都 小 �

5月15日、茨城森林管理署からの招きで、5・6
年生が、白羽の山林に木を植える植樹祭に参加し
ました。地元に住んでいても、山に入ることはめ
ったにない子供たちですので、その日を楽しみに
していました。
クワを使って穴を掘り、ヒノキを１本１本植え

るのですが、クワなど使ったことのない子供たち
は「よく掘れない」、「どうやるのですか」と戸惑
い気味でした。
植えた木々が成長して使えるようになるには、

60年～100年後と聞いてびっくりしていました。
めったにない植樹祭に参加していただいたおべ

んとうと豚汁のおいしかったこと……。森林にた
ずさわる方々の苦労や初めて知ったことも多く、
有意義な一日でした。
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幼稚園生になったユキノも心配です
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～太田二高なぎなた部～
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～太田二高なぎなた部～

「なぎなたとの出会いは、小学生の時、

母に連れられて行ったクリスマス会で、

たまたま隣り合わせに座った方が地域で

指導している方だったんです」。なぎな

たの魅力に導かれるまま、国際武道大学

でなぎなたを学び、教員資格をとり現在

太田二高のなぎなた部の監督としてイン

ターハイに臨む太布先生。

「ひとりの女の子の人生の方向を決め

たといってもいいほどのなぎなたの魅力

ってなんでしょう？」

「精神性です」。

武道に共通するものなのでしょうか。

一期一会の出会いの相手との試合、その

瞬間を本気で向かい合う時に二人の間に

響きあう心と心。相手を倒すための勝負

ではなく、自分をぎりぎりまで高めて相

手と向きあうことを勝負とする。そのと

ぎすまされた精神のぶつかり合いが太布

先生のきりっとした目の輝きとなってい

るに違いありません。

インターハイものがたりインターハイものがたりインターハイものがたり
～太田二高なぎなた部～

フォンズの取材で訪れていた私たちも、
そのめぐりあいの輪の中に幸運にも参加す
ることができました。その喜びの輪をこの
紙面を通して多くの方にお伝えできること
をうれしく思います。 （塩原慶子）

贈られた絵を手にする太布さん

真紅のグロリオサの花「わたしが私であるために今燃えている」

絵を描いた菊池さん
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んとうと豚汁のおいしかったこと……。森林にた
ずさわる方々の苦労や初めて知ったことも多く、
有意義な一日でした。
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幼稚園生になったユキノも心配です
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～太田二高なぎなた部～

インターハイものがたりインターハイものがたりインターハイものがたり
～太田二高なぎなた部～

「なぎなたとの出会いは、小学生の時、

母に連れられて行ったクリスマス会で、

たまたま隣り合わせに座った方が地域で

指導している方だったんです」。なぎな

たの魅力に導かれるまま、国際武道大学

でなぎなたを学び、教員資格をとり現在

太田二高のなぎなた部の監督としてイン

ターハイに臨む太布先生。

「ひとりの女の子の人生の方向を決め

たといってもいいほどのなぎなたの魅力

ってなんでしょう？」

「精神性です」。

武道に共通するものなのでしょうか。

一期一会の出会いの相手との試合、その

瞬間を本気で向かい合う時に二人の間に

響きあう心と心。相手を倒すための勝負

ではなく、自分をぎりぎりまで高めて相

手と向きあうことを勝負とする。そのと

ぎすまされた精神のぶつかり合いが太布

先生のきりっとした目の輝きとなってい

るに違いありません。

インターハイものがたりインターハイものがたりインターハイものがたり
～太田二高なぎなた部～

フォンズの取材で訪れていた私たちも、
そのめぐりあいの輪の中に幸運にも参加す
ることができました。その喜びの輪をこの
紙面を通して多くの方にお伝えできること
をうれしく思います。 （塩原慶子）

贈られた絵を手にする太布さん

真紅のグロリオサの花「わたしが私であるために今燃えている」

絵を描いた菊池さん



新緑の山から眺める遠景は
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太田のヨマチ太田のヨマチ
完全征服マップ

～初夏の夜はヨマチにでかけよう～



金砂郷にこどもエコクラブが誕生して今年７年目、今年
は『僕たち“チームガイア”におまかせ』と郡戸小３年生
仲良し４人で活動開始です。過去６年間先輩の後をついて、
空き缶拾い、流しそうめん、水質検査、ホタルの観察、木
の実工作、フリーマーケット等々、自然の中で体験してい
るので今年も楽しみです。
できたら、もっと『こどもエコクラブ』がふえて交流も

したいです。

◆こどもエコクラブ“チームガイア”
リーダー　：関　　佳祐、平山　祐樹、安　　成英、永井　寛人
サポーター：関　みち子

今年のメニューは「メンチバーガー」「中華サラダ」
「ナタデココパンチ」です！小学生と保護者（お父さ
ん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃん）の皆さ
ん、夏休みに食べ物を作る楽しさや、健康の大切さに
ついて、常陸太田市の栄養士さんや、地域の食生活改
善推進員のやさしい指導で、Cookingにチャレンジし
てみませんか。参加については、7月頃各小学校を通
してお知らせします。
（お問い合わせ　常陸太田市総合保健センター

ＴＥＬ７３－１２１２）

������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������
������������������������������������������

○観覧ご希望の方は、生涯学習センターへ直接来館してお申し込み下さい。先着順で入場券をお渡しいたします。�
【お問い合わせ・申し込み】常陸太田市生涯学習センター　TEL0294（72）8888（月曜日休館）�

ところ：生涯学習センターふれあいホール　入場無料（入場券が必要です）

7／20�
（土）10：00～�

7／27�
（土）10：00～�

ハイビジョンシリーズ リバイバルシリーズ
最後の弾丸 サイダーハウスルール

（字幕スーパー）
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街で出会った「ちょっといい話」、「あれ？これ変じゃない？」「今、話題になっているのは」な
どなど……記事にして声を届けてくれる高校生を募集しています。応募の際には連絡先として、氏
名、住所、電話番号、高校名・学年をお知らせください。
（記事として掲載の場合は、学校名・氏名等ペンネーム可とします）

【応募先・問い合わせ】
常陸太田市フォンズ・ネットワーク事務局
〒３１３－００６１　常陸太田市中城町３２８０番地

常陸太田市生涯学習センター内
TEL 0294（72）8888 FAX 0294（72）8880
E-mail ota-lls1@po.net-ibaraki.ne.jp

絵本って子どもだけのものじゃない！　私が好きな絵本は、「あらしのよるに」。
ある激しい嵐の夜、山道に迷ったやぎがまっくらな小屋で休んでいると、誰かが逃げ
込んできました。たったひとりでこころぼそかったやぎはほっとして、その誰かに話し
かけ意気投合して友達になります。そして嵐がさった夜明け前、次に会う日を約束して
別れます。その誰かはオオカミだったのですが……。
大人はつい深読みをします。相手が誰ともわからない真っ暗な中で友達になる、それ
って人間関係そのものです。初めましてって会った人を、見た目でこんな人に違いない
って「闇夜」をつくっているのは実は自分の先入観で、目に見えるものが逆に相手の心
の奥底のやさしさを隠してしまうこともある。
その後のやぎとオオカミは、「あんな奴と友達だなんて」と、仲間から非難されま

す。他の人と違うこと、違う意見を言ったり、感じ方をすることはなかなか受け入れて
もらえないんですね。この絵本の二匹が感じている息苦しさは日本の社会の閉塞感なの
でしょうか。
シリーズ全６冊が最近完結しました。これは本当の友達・パートナーとめぐり合えた
幸せな二人の友情物語、ラブストーリーです。オオカミになりきって読み終えた私は、
ラストうるうるしてしまいました。「あなたに出会えて本当によかった」っていえる友
達いますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次回は山下町　鈴木孝裕さん）

春 友 の 滝�

４月第一日曜日の早朝。目指すはあの川のあの場所。車を走らせ
ているこの時から日常は川の流れの中に沈んでいってしまう。そう、
いつも同じ。あの頃とまったく変わらない。
浦河町立堺町小学校藤田学級の４時間目が終わる。走る、走る、

走る。玄関に入るのと同時に「ただいま」「行って来ます」の一人
輪唱。うしろで母さんが僕を呼んでいる。「かあさん、小学生だっていろいろと忙しいんだよ。」後が怖い
けど後ろは見ない。走る、走る、走る。目指すは元浦川の橋のたもと。ミミズを釣り針に引っかけて流れ
に投げ入れる。まばたきの一瞬の間も浮きの動きを見逃さないように、見つめる、見つめる、見つめる。
浮きがぴくんと身震いをすると同時に竿を立てる。さっきまで巻きぐせをつけたまま、だらしなく垂れ下
がっていた釣り糸が鋭く水の中に突き刺さっている。水の中でいま起きている出来事を想像するのに十分
な手応えを伝えてくれる。この瞬間から頭の中は釣りに占領される。釣る、釣る、釣る。辺りが真っ暗に
なり川の流れの音と微かなにおいだけでしか川を感じる事が出来なくなったときに、一気に頭の中を一杯
にするのは明日の授業と今日の宿題。そして、これから母さんに説明しなければならない遅くなった理由。
そう、全く同じだ。40歳を過ぎてもあの頃とまったく変わっていない。川の流れの前に立つとどきどき

する気持ちは全く変わらない。変わったことといえば遅くなった言い訳をする相手が母から妻に変わった
こと。夢中になれる川の名前が「里川」という名前に変わっただけ。 （五十嵐　弘）
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�フォンズでは、高校生リポーターを
募集しています．

とてもがっしりとした体を持ち、
日本の蝶の中でも体重では一番で
す。羽の色も紫が鮮やかで美しく、
日本を代表する「国蝶」に選定され
ています。市内では、６月下旬から
８月に見ることができますが、花に
は訪れずクヌギなどの樹液にしか来
ないため、出会うには大きなクヌギ
がある雑木林に行かねばなりませ
ん。最近そのような雑木林が減った
ため、全国各地で絶滅が心配される
所もでてきました。市内ではまだ、
元気に生息しており、瑞竜町、稲木
町、西山公園などで見ることができ
ます。 （佐々木泰弘）

段々と日ざしが強くなり、暑くなってきましたネ。
きゅうりもたわわに実る時期です。こんな時あるとい
いのがあわ漬けの素。
ビニール袋に乱切りにしたきゅうりを入れてあわ漬
けの素を入れてひたしておきます。10分～30分。オー
マイガー！なんとこれがスピーディーでまたおいし
い。
１度たべてみて。
もう１つは、梅っこしょうゆ。市内瑞竜産のもぎた
て青梅を使用しています。青梅のほどよい酸味と風味
がただよい、アルカリ食品として健康志向の方にもお
すすめです。ドレッシングやマリネにどうぞ!!

（沼田高弘）
立川醤油店
西二町２１７７
TEL ７２－０１０８
FAX ７２－４４９０
E-mail tachikaw@mqb.biglobe.ne..jp
定休日：日曜日・祭日
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